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はじめに
・ＩＨＥ （Ｔｈｅ Ｉｎｔｅｇｒａｔｉｎｇ ｔｈｅ Ｈｅａｌｔｈ Ｅｎｔｅｒｐｒｉｓｅ )は５年前に米
国放射線学会ＲＳＮＡと医療情報管理学会ＨＩＭＳＳにより設立さ
れた、医療の専門家とベンダーのエキスパートによる、医療情報
システム標準ベースの統合を目指す２１世紀先端組織。

・電子カルテＥＨＲ（Ｅｌｅｃｔｒｏｎｉｃ Ｈｅａｌｔｈ Ｒｅｃｏｒｄ）はＨＩＭＳＳの

定義では、“セキュアで、実時間、ＰＯＣ，患者中心の臨床のため
の情報資源”となっているが、ここ１－２年で世界規模の標準化
が進み、オーストラリア、カナダ、英国や米国などで医療情報シ
ステム改革のための国家プロジェクトとして推進されている。

・医療情報システムのデータ交換としては、ＨＬ７やＤＩＣＯＭが米
国を中心にデファクトとなり、ＩＳＯ化も進められている。 ＥＨＲは
これらの拡張として位置つけられ、ＩＨＥはＥＨＲの実装でも重要
な位置にあり、ＨＩＭＳＳはＥＨＲ適用評価の重責を担っている。
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１．ＩＨＥ，電子カルテとＨＩＭＳＳの関連

ＨＬ７ ＤＩＣＯＭ
ＳＩＧ

ＩＨＥ

ＨＩＭＳＳ ＲＮＳＡ

ＥＨＲ

EHR機能モデﾙ
ＥＨRレコード置換

医療情報交換 画像情報交換 ｽﾎﾟﾝｻｰ

適用評価

EHR実装アーキテクチャ
（まずＥＨＲ－ＬＲから）
ITインフラストラクチャ

統合プロファイル、テクニカ
ルフレームワーク、ＩＴＩ

ISOTC215

デモ展示

コネクタソン

コンテンツ

教育・普及、ＥＨＲ定義モデル
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２．EHRの動向について
・ＥＨＲの定義は捉え方により数多く存在しているが、米国のＩＯ
Ｍが１０年以上前から継続的に定義してきており、ＨＬ７で標準
化中の機能モデﾙのベースも提案した。

・ＥＨＲの機能モデﾙは、２００３年に米国政府の強い意向もあり、
ＩＯＭとＨＬ７が中心となり、２００４年度暫定標準作成で世界を
巻き込んで強力に推進されている。

・ＥＨＲの基盤部分として、ＨＬ７やＤＩＣＯＭが世界中で受け入
れられ、これに各国の研究成果や制度が反映される。

・オーストラリア、カナダ、英国や米国は、電子政府や電子図書
館など情報基盤と連携し、医療情報システム改革や産業振興
の一環とした国家プロジェクトを推進している。

・国内でも、平成１３年の厚生労働省のガイドラインの達成を目
指し、標準的電子カルテの研究や普及の事業が推進中。



5

２.１ ＥＨＲの位置付け

ＥＨＲ

ＥＭＲ

ＣＰＲ

（標準化必須）

バックアッ
プ、検索用

（標準化望ましい）

マイクロ

紙カルテ

デジタル

アナログ

医療情報・データ
結果管理
オーダエントリー／管理
意思決定支援
コミュニケーション／接続
患者支援
管理のプロセス
報告／健康管理

ＥＭＲ＋（２次的使用）－教育
規則制定
研究
公衆衛生と国家安全
方針サポート

患者自己管理

ネット
ワーク

オフライン

補完／連携補完／連携

（院外）（個別） （院内）

範囲

社会基
盤（イン
ターネッ
ト）

ＣＰＲ（Computerized Patient Record) EMR （Electronic Medical Record) EHR
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２．２ ＥＨＲ機能モデﾙ

機能 ケアセッテング 優先度

病院 開業医 介護ホーム 地域ケア 自己ケア

ケアセッテングプロファイル（各国で標準化）

直接ケア
（３ｻﾌﾞセク
ション）

直接ケアの
管理／会計／
研究／公衆衛
生他（３セク
ション）

直接ケアやそ
の支援の正し
い実行環境
（７サブセク
ション）

機能名
とステー
トメント
が投票
の対象
（数百）

提供者
プロファイル

（腫瘍学者）

標準ではない
が登録の仕
方を標準化

プロフェショナル協会
規制（ＨＩＰＡＡ）
支払い者
ベンダー（製品）
使い方（特定）

ケア管理
意思決定支援
オペ管理

診療支援
測定、分析、研
究、管理と会計
他

インフラストラ
クチャー（情報
＋基盤）

各適用地域に
おける優先度
と適用時期

同上

同上

セキュリテイ、情報と記録管理
ＩＤ，レジストリ、デレクトリ
医療情報＆用語標準
相互運用､ビジネスルール管理
ワークフロー

機能項目例：

DC1.1.3 サマリーリストの管理
DC1.1.3.1 プロブレムリストの管理
DC1.1.3.2 メデイケーションリストの管理
DC1.1.3.3 アレルギーとアドバース反応

リストの管理
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２．３ ＥＨＲをめぐる標準化

１９９０ １９９５ ２０００ ２００５ ２０１０

ＩＳＯ

ＣＥＮ

ＨＬ７、ＤＩ
ＣＯＭ他

電子政府

電子図
書館他

ＩＴ業界

ＥＨＲ必須標準化
ＴＣ２１５

１８３０８〔ＥＨＲ参照アーキテクチャ）

ＴＣ２５１

１３６０６〔参照アーキテクチャ他）

医療情報交換メッセージインターフェース

公文書館、電子図書館、電子出版

ＩＥＴＦ，Ｗ３Ｃ，ＯＡＳＩＳ，ＯＭＧ他

ＩＢＭ社，ＭＳ社他

オーストラリア、カナダ、英国、米国他

機能モデﾙ

コンテンツ（用語）

メッセージング

レコード構成（参照
アーキテクチャ）

セキュリテイ

プライバシイ

電子化

長期保存

プラットフォームや
技術からの独立が
基本

機能モデﾙドキュメント交換ＣＤＡ他

ＥＨＲ定義
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２．４ ＥＨＲをめぐる標準構成

ケア管理 意思決
定支援

オペ管理
とコミニ
ケーション

管
理
会
計
教
育
研
究

政
策
方
針

公
衆
衛
生

メッセージ
交換

コンテンツ
（用語）の
統一

ＥＨＲを安全
にプライバシ
ｲを保持しな
がら利用でき
るようにする

レジストリ／
リポジトリ

ＥＨＲの大
規模管理を
前提に証拠
性を保持し、
長期保存を
サポートす
る技術やガ
イド

ＨＬ７ＥＨＲ機能モデﾙ ＩＳＯ等

直接ケア

直接ケア
支援

直接ケア
とその支
援実行環
境

ＩＳＯ１４７２１ＯＡＩＳ
参照参モデﾙ（長期
保存フレームワー
ク）

ＩＳＯ１９００５ー１
ＰＤＦ１．４／Ａ
（フォーマット）
（制定中）

ＩＳＯ１８４９２長期
アクセス戦略（制
定中）

ＩＳＯ１５４８９
記録管理

ＩＳＯ１５８０１
電子化〔証
拠性）

ＪＩＳＺ６０１６電子化プロセス

ＩＳＯＴＣ２１５
医療情報化

ＣＥＮＴＣ２５１
医療情報化
（ｏｐｅｎＥＨＲ）

ＩＳＯ１７７９９
ＩＳＭＳ

ＩＳＯ１５４０８
共通基準

ＪＱ１５００１プライバシイ

ワークフロー／
レコード統合（ＩＨＥ）

ＥＨＲ適用評価と
普及（ＨＩＭＳＳ）

実装・普及

電子商取引、
電子政府、電
子図書館等
に情報基盤
整備

その他

そ
の
他Ｘ１２Ｎ，ＡＳＴ

Ｍ，ＮＣＰＤＰ

ＡＤＡ，ＡＭＩＡ，
ＣＤＣ，ＣＤＩＳ
Ｃ，ＣＰＩＨＯＳ
Ｔ，ＩＣＤ９ＣＭ，
ＬＯＩＮＣ，ＮＣ
ＣＬＳ，ＦＤＡ

ＩＥＴＦ，Ｗ３Ｃ，
ＯＡＳＩＳ，Ｏ
ＭＧ，ＩＥＥＥ
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２．５ ＥＨＲの実装

個人（ＥＨＲ） 病院（ＥＨＲ）

ＥＨＲ

セキュリテイ／プライバシイ、メッセージング

共通アプリケーション（予約、
処方他）／コンテンツ（用語）

レジストリ/リポジトリ／デレクトリ

情報基盤

サマリー、
インデッ
クス

患者の生涯記録／各病院から

ポインター

病院間転送

蓄積

万能／相互運用型ＥＨＲ

各病院に対応した
ＥＨＲ

ＨＬ７Ｖ３他

機能モデﾙ

直接ケア
直接ケア支援
インフラ

電子処方箋

カナダ情報
モデﾙ

情報モデﾙＲＩＭ、ＭＳＧ

意思決定支援
基盤ＭＳＧ，用語、
セキュリテイ､プラ
イバシイ、ＳＣＭ，
Ｔｅｌｅｈｅａｌｔｈ

画面支援
ＣＣＯＷ他

ドキュメント交換
ＣＤＡ

テンプ
レート

ＥＨＲ（ＩＣＲＳ）
予約、処方箋、ＩＴ
インフラ、リポジト
リー､ツール
ＥＨＲｃｏｍ（ワークフ
ロー、意思決定支援、
セキュリテイ）

ＲＩＭアダプ
タ、用語他

診療報酬請求
インフォストラク
チャ(セキュリテイ､
プライバシー）医
薬、検査、診断

英国ＮＰｆＩＴ 米国ＮＨＩＩ

カナダＩｎｆｏｗａｙオーストラリア
Ｈｅａｌｔh Ｏｎｌｉｎｅ

オースト
ラリア記
録管理
ＡＳ４３
９０ほか

カナダドキュ
メント４標準

ヨーロッ
パドキュ
メントモ
デﾙＭｏ
Ｒｅｑ

〔現状〕

英国、米国
ＥＨＲ具体化

カナダ、オース
トラリアインフラ、
アプリ先行

ＩＳＯ１５８０１電子化、
ＩＳＯ１５４８９記録管理
他
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２．６ 日本でのＥＨＲアプローチ
２０００ ２００５ ２０１０ ２０１５

厚生労働省グランドデザイン
医療情報システム〔電子カルテ〕構築のための
達成目標、平成１８年度までに４００床以上の病
院に６割の普及他、医療機関で電子的に情報ン
交換をする際の標準的規格（ＨＬ７，ＤＩＣＯＭ、ＩＨ
Ｅ）、普及条件‐価格低減、診療品質への貢献

医療情報
システム
間の接続
を実現

医療情報
の共有化

厚生科研

ＪＡＨＩＳ電子カルテ特別
プロジェクト

厚生
科研

・ＪＡＨＩＳの電子
カルテ区分定義

・医療情報学会の
電子カルテ定義

標準的電子カ
ルテシスﾃﾑの
アーキテクチャ
〔フレームワー
ク〕に関する研
究他

E-ＪａｐａｎＩＩ

医療情報基盤
検討

厚生科研標準的電子カルテ

機能

業務フロー

論理コン
ポーネント

情報
モデﾙ

物理コンポネント
／アーキテクチャ
プライバシイ／セ
キュリテイ

コンポーネント他

ＨＬ７機能モデﾙ
直接ケア

直接ケア支援
インフラストラ
クチャ

各
国
対
応

RIM,ボキャ
ブラリー

ＭＤＦ

ＨＤＦ
拡張

ＲＭ－
ＯＤＰ

メッセージ他

他

経済産業省
相互運用
性の実証
事業
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レジストリ リポジトリ

標準的電子カルテシステム

電子カルテ（ＥＭＲ
他）

電子カルテ
（ＣＰＲ）他

検査システム他 医事システム

特定接続

既存システム

マイクロ／
電子化

画像

マイクロ／電子化

ＥＣＯＭ－ＮＲＲ（ナシナル
レジストリ／リポジトリ）

ＩＨＥ－ＥＨＲ配置

ＨＬ７機能モデル／米国ＮＨ
ＩＩ（医療情報基盤）など

ＩＨＥ的接続／（ＭＭＬ）：HL7,DICOM他

診療録他

社会
基盤
上の
シス
テム

長期保存フ
レームワーク

インターフェースの切り口

電子
化

記録
管理

戦略

ﾌｫｰﾏｯﾄ

医療情報システム基盤（セ
キュリテイ／プライバシイ）

地域連携 経営管理他

＊＊ ＊
＊

＊－参考イメージ

２．７ 日本におけるＥＨＲの課題
デレクトリ
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２．８ 相互運用性の実証事業

予約システム

手術部門システム

物流システム

放射線部門システム

薬剤部門システム

臨床検査システム

看護システム

オ
ー
ダ
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム

電
子
カ
ル
テ
シ
ス
テ
ム

医
事
会
計
シ
ス
テ
ム

セキュリテ
イシステム

データベー
スシステム

コミュニ
ケーション
システム

相互運用性

相
互
運
用
性

＜部門システム＞
＜総合シ
ステム＞

＜基盤シ
ステム＞

構成
例

①データベースシステムと電子カルテシステムとの相互運
用性
②物流システム及び施術部門システム並びにオーダリン
グシステムの相互運用性
③手術部門システムのキラーアプリケーション化による相
互運用性の促進

相互運用性の実証事業例

経済産業省から７月３０日に「医療情報
システムにおける相互運用性の実証事
業」が公募されました。

右の図のような構成事例や実証事業例
が示されていますが、これらを実現して
いく上で、ＩＨＥがマルチベンダーによる、
安価で素早い実装を行うシステム統合の
考え方が有効になると考えられる。

①データベースに対してのアクセス

②異なる部門の情報を集め利用する

③部門システム間の情報交換

④セキュアの環境を支援する

等

IHEの実績のあるボトムアップの考えと、
EHRに向けたトップダウンでのITインフ
ラストラクチャーの支援を活かした対応
が求められる。
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３ EHR実現を担うIHEとHIMSS
EHRの定義や機能モデルのコンセンサスが取れ始め、標準
化の動きが加速して来ている。 欧米先進国では、１０年計画で
のEHRの開発も動き出した。

一方で、患者や医療関係者へのアンケートを含めその実現に
はいろいろ苦労をしているのも事実である。 「臨床に係る人と
システムの開発者が一体となって研究開発していかなければ、
真に臨床の現場で利用できるようなシステムにはならないであ
ろう」ということがコンセンサスになってきている。

その意味で、IHEは利用者として、「医療機関」と「ベンダ」が
IT化についての考え方、実現手段を共有できる点でEHRの実
現で重要な役割を持つ。 HIMSSはIHEのスポンサーとしてま
たこれらの会員を中心にした大組織で、EHR実現に向けた環
境つくりに重要な役割を果たすことになる。
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３ ＥＨＲにおけるＩＨＥの役割

医師

患者

患者診療暦の
一次的集約

病院
記録

検査
結果 専門医

記録

患者記
録索引

①患者許可後の問合せ

②問合せ記
録の参照

③記録
送付

記録
参照

（ドキュメ
ントレベ
ル）

④患者記録
の提供

コミュニテイ

ＩＨＥ－ＸＤＳ

ＮＨＩＩ
ＬＨＩＩ

ＨＬ７ＥＨＲサポート（ＨＤＦ拡張）

ＥＨＲ機能モデルー プロファイルの充実
相互運用性向上
ＳＯＡ

ＥＨＲの置換互換性
コンテンツマスター

ＤＩＣＯＭ他

ＩＨＥ
ＥＨＲ対応－分散、組
織間､ドキュメント中心、
のトップダウンの見方

従来対応－放射線、
検査、ＩＴＩ（ＭＰＩ，セ
キュリテイ、他）、現
在心臓医学に拡張。
ソ市内のボトムアッ
プアプローチ

新アプロー
チ開発

ＩＨＥは全てのＥＨＲシステ
ムの相互運用性をまとめ
るのにＥＨＲＣＯＭ，ＨＬ７，
ＣＣＲと連携していく（ＩＨＥ
は安く速で貢献する）

３０の原則を作成

３年間のロードマップ（ＥＨ
Ｒ、セキュリテイ、共通
データとプロファイル、標
準＆要件のマトリックスを
５ステップに分け積み上げ
る）
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３．１ ＥＨＲにおけるＩＨＥの位置

AP
ﾛｰﾙ

ＡＰ
ﾛｰﾙ

メッセージ
ﾄﾘｶﾞｰｲﾍﾞﾝﾄ

Ｖ２．５，２．６
（メッセージプロ
ファイル）

Ｖ３（ＲＩＭ，ＣＤＡ，
ＣＣＯＷ他）

ＨＬ７ ＤＩＣＯＭ
トランザ
クション

（ｱｸﾀｰ） （ｱｸﾀｰ）

ＩＥＥＥ，ＩＳＯ
他標準

社会基盤シスﾃﾑ（ｅｂＸＭＬ，Webサｰビス）

オープン
ソース

モデル駆動
アーキテク
チャ（ＭＤＡ）

セキュア環境

プロセスエンジン

ルールエンジン

プロセス管理
の標準化

意思決定、プライバシイ、
セキュリテイ

ワーク
フロー

ＩＨＥ（統合プロファイル）

モデル（プロファイル）

ＥＨＲ－ＬＲ実装アーキテクチャ

ＥＨＲ拡張（ＨＤＦ）
プロファイル、相互
運用性ＳＯＡ，ＥＨＲ
置換互換性、コンテ
ンツマスター他
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３．２ ＩＨＥによるＥＨＲ配置

ＥＨＲ－ＬＲ（施設間、
継続的記録）

ＥＨＲ－ＣＲ（施設内、
診療録）
情報の
ＩＤ選択

診療への
要求にア
クセスする
意思決定

依頼の
生成

診療目
的の定
義

アクショ
ンプラン
の定義

診療終了

診療提供プロセ
ス

レジストリーメタデータ（検索用）

リポジトリーサマリー

デレクトリー診療記録のある場所

Ｒｅａｄ Ｒｅａｄ Ｃｒｅａｔｅ
Ｕｐｄａｔｅ

分散され、施設
間相互に利用さ
れ、文書中心で
文書の中味には
普遍的な方法で
長期にわたり電
子カルテの記録
を共有化

登録時

アクセス
情報

サマリー
情報

配置はどこでも良い

独立し
た場所

患者（EPR)

EHR

病院（EHR)

患者
ID

紙

英国EHR

ポータ
ル

デレクトリ
メタデータ
アクセスプロトコル

地方EHR

データ
情報

CIHI

行政リポジトリ
地方レジストリ
各種デレクトリ

地域EHR
診療データ
リポジﾄリ

カナダEHR

国、地方出先

データ
情報

その他
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３．３ ＨＩＭＳＳのＥＨＲ定義モデル

必須要
求事項

証拠

診療をセキュアで、信頼性
のある、実時間アクセスで

監査結果を含む患者情報へのアク
セスを、個人情報保護やセキュリテ
イ保護機能を持ち支援するツールの
２４／７稼動

臨床ワークフローとの統合

入院、救急、遠隔へのアクセス支援

ＨＩＰＡＡ基準への適合９９．９％稼動

応答時間の業務及び顧客了解

必要な時と場所での臨床医の診療
用アクセスが可能

アクセス監査履歴

エピソードや長期のＥＨＲの入力と
管理

患者診療のための臨床医の最初
の情報源

患者、そのグループへのＥＢＭに
もとずく作業計画と提供

継続的品質向上、使い方レビュー､
危機管理、資源計画、効率管理
データ入力

診療記録と払い戻しのための患者
健康記録関連の入力

診療研究、公衆衛生報告、地域
健康計画支援長期特定情報の提
供
診療治験及び証拠にもとずく研究
支援

ＨＩＭＳＳＥＨＲ定義モデルＶ１（ＥＨＲ委員会）

２０１０年までのＥＨＲのＨＩＳシ
ステムと診療実践への浸透の
評価の測定尺度として

実用ＥＨＲの定義、キー特性、
必須要求事項、組織としてのＥ
ＨＲ使用の評価尺度として

ＥＨＲはセキュアで、
実時間、ＰＯＣ，患者
中心の臨床のため
の情報資源である。
－－－－－－－。
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３．４ ＨＩＭＳＳ２００４報告

Ｊ
Ａ
Ｈ
Ｉ
Ｓ

海外視察報告書

ＨＩＭＳＳ２００４及び米国の
最先端医療情報システム
導入施設視察

平成１６年２月
保険医療福祉情報システム工業会
海外委員会

ＨＩＭＳＳ２００４が２月２２日から２６日までフ
ロリダで開催され、２０，０００人以上、２００以
上の講演と７００社以上の出展があり、いず
れも過去最高となった。

今回はＥＨＲがメインテーマとなり、運営会
議議長の開会挨拶で、トランスフォームが強
調され基調講演で、前下院議長が米国の医
療改革について述べた。 また講演や展示も
ＥＨＲ関連が多く行われた。

また今回期中ＩＨＥのデモが行われると同時
に、ＩＴインフラストラクチャの計画委員会が開
催され、ＥＨＲ対応を含めた内容の説明が行
われた。（２００５ＨＩＭＳＳ対応も含め）

今回の視察団の団長のまとめの言葉として
「電子カルテや医療情報システムは、臨床に
かかわる方々とシステム開発者が一体となっ
て研究開発していかなければ，真に臨床の
現場で利用できるようなシスﾃﾑにはならない
だろう」が述べられている。
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まとめ
欧米を中心にEHRの開発が１０年規模の国家プロジェクト
として動きだし、標準化活動も世界規模で進んでいる。

日本においても大きな方向付けが厚生労働省のグランドデ
ザインで示され、e‐Japan戦略の中でも重点項目として位置
付けられ、IHEの考え方を活かせる経済産業省の相互運用
性の実証推進事業の公募も開始された。今後これらの事業
と関連し，関連部署が標準化をはじめ必要な施策を推進する
体制の整備が進むことも期待される。

これから重要なことは、医療機関側､ベンダー側それぞれで
実施する一方、実装に重点を置くIHEの考え方を活かし、医
療機関ベンダーのエキスパートが現場の状況を詳細に把握
しながら、標準を活かし、安価にすばやくシステムを組み立て
関連者官でのコンセンサスと信頼感を増進することであろう。
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連絡先

ご質問ご意見がございましたら下記へ
よろしくお願いいたします

hide.hasegawa@mx8.ttcn.ne.jp

ご清聴を感謝いたします。


